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市長・議長
新年あいさつ

特集／食育

心が通う「食育」の輪
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
再
び
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
初
め

て
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
各
般
に
わ
た
り
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
や
３
党
連
立
に
よ

る
新
政
権
の
発
足
な
ど
、
未
知
の
変
化
に
次
々
と
直
面
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
れ
し
い
話
題
と
し
て
、
第
91
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
、
愛

知
県
代
表
と
し
て
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
中
京
大
中
京
高
校
。
そ
の
中
心
選
手
と

し
て
、
河
合
君
と
金
山
君
が
出
場
し
、
私
た
ち
多
く
の
市
民
に
夢
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
の
を
は
じ
め
、
新
城
の
若
い
力
が
多
く
の
分
野
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
新
城
･
希
望
都
市
第
２
期
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
た
３
つ
の
最
重
点
事
業
、
「
子
育
て
支
援
・
幼
児
教
育
」
、
「
医
療
の
再
生
」
、

「
雇
用
と
新
産
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
「
対
話
」
に
、

よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
「
子
育
て
支
援
・
幼
児
教
育
」
で
す
が
、
家
庭
事
情
の
違
い
で
子
育
て
に

格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
就
学
前
教
育
の
機
会
を
保
障

す
る
も
の
で
す
。

　
「
医
療
の
再
生
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
体
制
を
は
じ
め
市
民
病
院
の
機
能

を
１
日
も
早
く
回
復
さ
せ
る
と
と
も
に
、
バ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
助
産
施

設
）
の
開
設
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
医
師
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
地
域
全
体
で
医
療
を
支
え
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
「
雇
用
と
新
産
業
」
で
は
、
新
東
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発
計
画
を

定
め
、
産
業
拠
点
を
整
備
す
る
と
と
も
に
住
環
境
を
整
備
し
、
緑
あ
ふ
れ
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
な
か
に
、
働
く
場
と
住
む
場
を
創
生
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
中
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
議
会
活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
先
ず
も
っ
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
昨
秋
に
は
、

市
町
村
合
併
後
2
回
目
の
選
挙
を
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
議
員
定
数
を
30
人
か

ら
18
人
に
大
幅
に
減
ら
し
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
地
方
財
政

へ
の
配
慮
は
も
と
よ
り
、
議
員
活
動
、
議
会
活
動
を
大
胆
か
つ
積
極
的
に
変
え
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
も
22
年
を
迎
え
、
国
の
内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
時
期
に
遭
遇
し
て
お

り
ま
す
。
地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
さ
ら
に
は
情

報
化
の
飛
躍
的
な
進
行
な
ど
、
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
事
態

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
地
方
の
改
革
に
向
け
た
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時

代
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
が
新
城
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
年
層
の
流
出
か
ら
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化

の
進
む
集
落
が
増
え
、
限
界
集
落
問
題
と
し
て
地
域
発
展
の
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
若
者
に
対
し
て
も
十
分
魅
力
の
あ

る
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
民
主
権
の
自
治
社
会
、
自
分
た
ち
の
こ
と
は
可
能
な
限
り
自

分
た
ち
で
ま
か
な
っ
て
い
く
と
い
う
新
た
な
公
共
の
認
識
を
深
め
、
市
民
自
治
社

会
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
員
・
議
会
は
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
働
く
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
1
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し
ま
す
。
新
年
を
契
機
に
、
心
を
新
た
に

し
て
新
城
市
に
住
む
喜
び
を
噛
み
し
め
つ
つ
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ

し
、
一
層
精
励
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新城市長　穂積亮次新城市議会議長　荒川修吉
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22-1150

23-6800

休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始（12月29日～1月3日）

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

1月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

　地中海沿岸地方原産の多年草で、冬から早春にかけて開花します。

学名でもある英名「Narcissus（ナルシサス）」はギリシア神話の美少年の名前

で、泉に映った自分の姿に見とれ、そのまま水仙になってしまったという

神話に由来します。自分の美貌に酔いしれる人をナルシストと呼ぶのもこ

こからきています。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

静巌堂医院�（副川）

ながしのクリニック�（長篠）

ちさと医院�（杉山）

織田医院�(下吉田)

荻野医院�（長篠）

くまがい医院�(富永)

緑が丘診療所�(緑が丘)

ながしのクリニック�（長篠）

宮本病院�(海老)

緑が丘診療所�(緑が丘)

しんしろフィットクリニック�(川路)

おさだファミリークリニック(本町)

あいきょうクリニック�(大野田)

しんしろフィットクリニック�(川路)

中根医院�（本町）

茶臼山厚生病院�(富沢)

荻野医院�（長篠）

米田内科�（平井）

内山医院�(平井)

のだクリニック（中市場）

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

中村医院�（的場）

星野病院�(大野)

織田医院�(下吉田)

ほうらいクリニック�(大野)

茶臼山厚生病院�(富沢)

高木内科医院�（栄町）

むらまつ内科�（東新町）

ちさと医院�（杉山）

今泉病院�(栄町)

くまがい医院�(富永)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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松
岡
　
奏
芽

前
崎
　
心
愛

濱

井

　
涼

梶
原
　
丈
琉

池
田
　
叶
夢

林

　
茅

咲

黒
田
　
芽
以

正
木
　
葉
太

大
森
　
美
侑

牧

野

　
湊

藤
城
　
紫
音

原
田
　
芽
優

庄
田
優
樹
奈

今
泉
　
翔
太

奥
平
　
芽
生

男女男男男女女男女男女女女男女

克
記

伸
周

江
梨

清
人

勝
雄

智
也

泰
史

努伸
尚

哲達
男

実征
弘

真
俊

哲
也

野

田

富

沢

竹

広

東

新

町

川

路

玖

老

勢

黒

田

富
岡
東
部

野

田

中

宇

利

富

永

柿

本

大

野

東

新

町

臼

子

氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

11月届出分

※11月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

2歳（平成19年4月4日生まれ）七�ちゃん

父　小柳津知之さん・母　洋子さん（新城・一鍬田）

お やい づともゆき ようこ

な 　 お

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3
　
　in

fo
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
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7
6
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�
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7
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c
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毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時
 
 

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時
 
 

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

1
月
1
日

　
～

1
月
6
日

1
月
6
日

　
～

1
月
13
日

1
月
13
日

　
～

1
月
20
日

1
月
20
日

　
～

1
月
27
日

1
月
27
日

　
～

2
月
3
日

新
春
特
別
番
組

・
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
議
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
レ
ポ
ー
タ
ー

　
新
年
あ
い
さ
つ

特
別
番
組

・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
選
ぶ
市
政
番
組

　
ベ
ス
ト
チ
ョ
イ
ス

・
山
ノ
神
年
占

・
菅
守
小
学
校
　
3
週
目

・
ニ
ュ
ー
ス
　
平
成
22
年
新
城
市
成
人
式

・
新
城
市
消
防
出
初
式

・
菅
守
小
学
校
　
4
週
目

・
ニ
ュ
ー
ス
　
聞
い
て
く
だ
さ
い
私
の
話

・
新
東
名
の
現
状
に
つ
い
て

　
【
拡
大
枠
8
分
】

・
八
名
中
学
校
　
1
週
目

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
12
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

4歳（平成17年12月14日生まれ）こころちゃん

父　鈴木慎人さん・母　弘恵さん（鳳来・本郷）

すずき まこと ひろ え

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。
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さ
き

　
　
　

め
　
　
い

　
　
　
よ
う

た

　
　
　
み
　
　
ゆ

　
　
　
　

み
な
と

　
　
　

し

お
ん

　
　
　
め

ゆ

う

　ゆ
　

き

な

　
　

し
ょ
う

た

　
　
　

め
　
　
い
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　食育とは「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食

生活を実践することができる人間を育てることだと言われています。

　そして、学校給食では未来を担う子どもたちが、望ましい食習慣と生き

る力を見つけられるよう、家庭・学校・地域が連携して食育を行うことが

求められています。

　今回の特集では、市民編集委員が学校給食の遍歴をたどりながら、学校

と地域や市民の取り組みを紹介します。食品の流通でなく、心の通った「食」

のつながりと家庭での食育を考えるきっかけにしていただければ幸いです。

新
城
中
学
校
長

　
大
山
祐
吉
さ
ん

　
小
一
か
ら
39
年
間
、
学
校
給
食
を
食
べ
て
き
た
。
私
の
現
在
の
肉
体
と
健
康
は
、
か
な
り
の
部
分

学
校
給
食
の
お
か
げ
だ
ろ
う
。
給
食
は
好
き
嫌
い
、
特
に
食
わ
ず
嫌
い
を
な
く
し
、
な
ん
で
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
に
で
き
た
て
の
温
か

い
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
何
よ
り
の
「
食
育
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
学
校
給
食
の
調
理
方
式
は
、
大
き
く
分
け
て
２

種
類
。
自
校
で
調
理
す
る
自
校
式
と
、
給
食
セ
ン

タ
ー
で
複
数
校
分
を
ま
と
め
て
調
理
し
、
そ
れ
を

各
校
に
運
ぶ
セ
ン
タ
ー
式
で
す
。
県
内
（
名
古
屋

市
除
く
）
の
小
学
校
で
は
約
４
割
が
自
校
式
で
す

が
、
東
三
河
地
区
で
は
セ
ン
タ
ー
式
が
圧
倒
的
。

　
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
給

食
は
す
べ
て
自
校
式
で
す
。
自
校
式
の
よ
さ
は
、

お
い
し
い
こ
と
。
で
き
た
て
の
温
か
い
給
食
は
自

校
式
で
な
く
て
は
味
わ
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
食

材
を
作
っ
た
人
、
調
理
し
た
人
、
食
べ
る
子
ど
も
、

そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
、
声
が
聞
こ
え

る
。
そ
ん
な
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
自
校
式
な
ら
で
は
で
す
。

食育は未来の元気

明
治
22
年

昭
和
7
年

昭
和
22
年

昭
和
25
年

昭
和
27
年

昭
和
29
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
41
年

昭
和
45
年

昭
和
51
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
元
年

平
成
8
年

平
成
9
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
13
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

山
形
県
鶴
岡
市
私
立
忠
愛
小
学
校
で
、
貧
困
児
童
を
対
象
に
無
料

で
学
校
給
食
を
実
施

学
校
給
食
臨
時
設
置
法
（
文
部
省
訓
令
）
貧
困
児
童
救
済
の
た
め

の
学
校
給
食
が
実
施

愛
知
県
内
9
市
で
ラ
ラ
物
資
に
よ
る
補
食
給
食
開
始
（
脱
脂
粉
乳
、

ト
マ
ト
シ
チ
ュ
ウ
な
ど
）

名
古
屋
市
で
完
全
給
食
開
始

愛
知
県
全
域
で
完
全
給
食
実
施

学
校
給
食
法
制
定

学
校
給
食
が
、
教
育
制
度
の
一
角
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

共
同
調
理
方
式
に
よ
る
学
校
給
食
開
始

学
校
給
食
へ
の
牛
乳
の
本
格
供
給

ソ
フ
ト
ス
パ
ゲ
テ
ィ
式
め
ん
を
採
用

混
合
乳
を
牛
乳
に
切
り
替
え

米
飯
給
食
導
入

完
全
給
食
実
施
率

100
パ
ー
セ
ン
ト
に

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
剰
教
室
な
ど
を
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
に
回
収
す
る
事
業
に
文
部
省
が
補
助
金
を
予
算
化

学
校
給
食

100
周
年

食
堂
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
設
備
が
進
み
、
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
な
ど

選
択
で
き
る
食
事
が
普
及
し
始
め
る

病
原
性
大
腸
菌
O
1
5
7
食
中
毒
事
故

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
」
制
定

学
校
栄
養
職
員
に
よ
る
「
食
に
関
す
る
指
導
」
の
推
進

給
食
用
米
を
政
府
米
か
ら
愛
知
県
産
自
主
流
通
米
に
切
り
替
え

白
玉
う
ど
ん
を
採
用

パ
ン
に
県
内
産
小
麦
粉
を
配
合

中
華
め
ん
（
ラ
ー
メ
ン
）
を
採
用

ソ
フ
ト
め
ん
に
県
内
産
小
麦
粉
を
配
合

栄
養
教
諭
制
度
導
入

食
育
基
本
法
制
定

学
校
給
食
の
歴
史

新
城
の
学
校
給
食

新
城
の
給
食
が
お
い
し
い
理
由

（
地
域
に
よ
り
違
い
有
）

主
に

（財）
愛
知
県
学
校
給
食
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

※
ア
ジ
ア
救
援
公
認
団
体
で
ア
ジ
ア
向
け
に
送
っ
た
援
助
物
資
の
こ
と
。

給
食
の
役
割

千
郷
中
学
校
長

　
山
本
松
宏
さ
ん

　
教
員
に
な
り
、
脱
脂
粉
乳
が
牛
乳
に
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
昭
和
51
年
か
ら
月
２
回
だ
が

米
飯
給
食
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
米
飯
導
入
に
伴
い
、
み
そ
汁
が
出
て
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
。
昔
と
比
べ
る
と
、
今
は
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
味
も
良
く
な
っ
た
し
、
女
子
も
よ
く
食
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
う
。

う
れ
し
い
変
化
い
ろ
い
ろ

舟
着
小
学
校
長

　
林
　
亨
さ
ん

　
小
五
ま
で
東
栄
町
の
小
学
校
に
通
っ
た
。
当
時
の
メ
ニ
ュ
ー
で
好
き
だ
っ
た
の
は
鯨
の
竜
田
揚

げ
。
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
時
々
マ
ー
ガ
リ
ン
が
つ
い
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
給
食
に
使
う
野
菜
は
児
童

の
各
家
庭
が
持
ち
寄
っ
て
い
た
。
小
六
で
東
郷
東
小
へ
転
入
し
、
配
膳
の
ワ
ゴ
ン
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
や
、
食
パ
ン
が
出
た
こ
と
に
感
動
し
た
。

所
変
わ
れ
ば
給
食
も
変
わ
る

鳳
来
西
小
学
校
長

　
下
山
康
人
さ
ん

　
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
好
き
嫌
い
な
ん
て
言
え
な
か
っ
た
。
味
よ
り
も
満
腹
に
な
る
喜
び
の
方

が
大
き
か
っ
た
。
当
時
嫌
い
な
野
菜
も
「
先
割
れ
ス
プ
ー
ン
」
で
好
物
の
フ
ラ
イ
に
必
死
に
混
ぜ
て

食
べ
た
こ
と
な
ど
、
今
ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
で
な
い
分
、
知
恵
を
使
っ
て
い
た
気
が
す
る
。
お
か

げ
で
「
残
さ
ず
食
べ
る
」
が
実
行
で
き
、
野
菜
嫌
い
が
克
服
？
で
き
た
。

苦
手
野
菜
も
ク
リ
ア

子
ど
も
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
新
城
の
学
校
給
食
を
食
べ
続
け
て

き
た
校
長
先
生
に
、
給
食
の
思
い
出
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

食事バランスガイド

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
、
個
別
の
机
の
並
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚生労働省・農林水産省決定

※

ま
つ
ひ
と

ゆ

う

き

ち

や

す

ひ

と

と
お
る
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開
成
小
学
校
栄
養
教
諭
　
宮
本
陽
子
さ
ん

打ち合わせ中の宮本さん（右側）

収穫物を前に話す加藤さん（右側）

　
市
内
統
一
の
食
育
テ
ー
マ
は
「
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
指
導
」
で
す
。

開
成
小
学
校
で
は
、
さ
ら
に
「
望
ま

し
い
食
習
慣
の
育
成
」
「
食
文
化
を

伝
え
る
」
の
二
つ
を
独
自
の
テ
ー
マ

と
し
て
、
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
欠
か
せ
な
い
の
が
『
地
産

地
消
』
で
す
。

　
地
産
地
消
と
い
う
と
、
季
節
や
天

候
に
左
右
さ
れ
、
食
材
の
数
量
の
確

保
が
難
し
く
、
大
規
模
校
で
は
大
き

さ
や
形
が
不
揃
い
に
な
る
と
調
理
が

困
難
な
ど
の
問
題
点
も
あ
り
ま
す
が

そ
れ
以
上
に
「
食
の
安
心
・
安
全
」

が
確
保
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
食
に
対
す
る
関
心
を
高
め
感

謝
の
心
を
育
て
る
の
に
有
効
で
す
。

　
本
校
で
は
、
学
期
に
一
度
、
生
産

者
を
お
招
き
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
会
食
を
し
、
そ
の
食
材
の
話

を
う
か
が
う
『
ふ
る
さ
と
給
食
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
「
自
分
が
口
に

し
て
い
る
食
材
は
誰
が
、
ど
ん
な
思

い
で
作
っ
て
い
る
の
か
」
を
、
子
ど

も
た
ち
が
生
産
者
か
ら
直
接
聞
く
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
以
前
は
苦
手
で
あ
っ

た
食
材
に
も
興
味
を
持
ち
、
残
さ
ず

食
べ
よ
う
と
す
る
子
が
増
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
給
食
の
残
菜
は
ゼ
ロ
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
好
き
嫌
い
も
徐
々

に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
産
地
消
を
す
す
め
、
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
物
と
生
産
者
の
方
へ
の
感

謝
の
心
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
、
「
せ
っ
か

く
地
元
で
お
い
し
い
お
米
を
作
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
学
校
給
食
で
地
元
の

お
米
を
使
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
思
い
、
仲
間
と
共
に
、
作
手

村
と
作
手
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て

学
校
給
食
会
へ
働
き
掛
け
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
生
産
者
の
顔
が
み
え

る
安
全
な
地
元
産
の
米
を
学
校
給
食

に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
受
託
営
農
部
会
の

米
生
産
農
家
が
、
統
一
さ
れ
た
厳
し

い
品
質
管
理
の
下
で
作
ら
れ
た
一
等

米
の
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
を
、
学
校
給
食
用

と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
米

は
Ｊ
Ａ
で
、
完
全
に
ほ
か
の
米
と
分

け
て
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
品

質
の
物
が
混
ざ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
近
ご
ろ
よ
く
聞
く
「
食
の
安
心
・

安
全
」「
地
産
地
消
」
と
い
う
考
え
は
、

昔
な
ら
当
た
り
前
だ
っ
た
「
自
給
自
足
」

に
近
い
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
今

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
昔
の
良
さ
が
見

直
さ
れ
、
「
自
分
の
地
域
で
と
れ
た

物
が
安
全
か
つ
、
体
質
に
合
っ
て
い
る
」

と
い
う
、
私
が
思
う
食
の
原
点
に
戻

り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。
　

　
将
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
地
域
の
安
全
な
食
で
守
り

た
い
！

　
そ
う
し
た
思
い
で
、
こ
れ
か
ら
も

安
全
で
美
味
し
い
お
米
を
作
り
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
野
菜
や
名
物
、
特
産

物
を
直
接
届
け
た
い
と
21
年
前
に
無

人
販
売
所
か
ら
出
発
し
た
直
売
所
で
す
。

　
当
時
か
ら
地
元
の
鳳
来
西
小
学
校

と
学
校
農
園
を
通
じ
て
、
作
物
の
指

導
や
調
理
を
手
伝
い
な
が
ら
、
今
で

言
う
「
食
育
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
は
荷
互
奈
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
物
商

品
の
一
つ
「
黒
大
豆
愛
す
」
（
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
）
も
小
学
生
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
生
ま
れ
た
商
品
で
す
。

　
当
時
の
先
生
と
子
ど
も
た
ち
が
収

穫
し
た
黒
大
豆
を
ど
の
よ
う
に
調
理

し
た
ら
お
い
し
い
か
を
研
究
し
た
成

果
が
商
品
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
か
ら
学
校
給
食
へ
の
食

材
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。
旬
の
野

菜
は
栄
養
価
も
高
く
、
ス
ー
パ
ー
の

野
菜
と
違
っ
て
、
完
熟
期
を
迎
え
て

か
ら
収
穫
す
る
味
は
抜
群
で
す
。

　
味
覚
が
未
発
達
な
子
ど
も
の
う
ち

に
本
物
の
味
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
も
、

大
切
な
「
食
育
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
へ
の
出
荷
は
月
に
一
度
学
校

か
ら
い
た
だ
く
注
文
票
を
基
に
提
供

し
て
い
ま
す
。
鳳
来
西
小
学
校
は
小

規
模
校
な
の
で
、
多
少
の
大
き
さ
の

ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
も
、
旬
を
味
わ

え
る
お
い
し
い
給
食
を
作
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
荷
互
奈
は
子
ど
も
と
生
産
者
で
あ

る
高
齢
者
が
地
域
を
活
性
さ
せ
る
源

だ
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
「
ふ
る
さ
と
」

を
通
じ
た
「
食
育
」
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　
800
食
を
超
え
る
大
規
模
校
か
ら
、

30
食
前
後
の
小
規
模
校
ま
で
、
給
食

調
理
員
と
し
て
25
年
間
、
新
城
の
学

校
給
食
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
学
校
へ
行
っ
て
も
、
子
ど

も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
食
べ
て
く
れ

る
の
が
な
に
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

昔
と
比
べ
、
全
体
的
に
残
菜
も
減
っ

て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
Ｏ
１
５
７
食
中
毒
事
件
以
来
、
衛

生
面
で
の
管
理
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
栄
養
教
諭
・
栄
養

職
員
や
保
健
所
の
指
導
の
下
、
消
毒

や
温
度
管
理
な
ど
事
細
か
に
行
い
、

記
録
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
調

理
以
外
の
手
間
も
増
え
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
て
お
い
し
い

給
食
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
は
大

切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
自
分
自
身

の
健
康
管
理
に
も
十
分
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
後
、
旧
鳳
来
・
作
手

地
区
の
学
校
に
も
勤
務
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
学
校
で
も
、

限
ら
れ
た
時
間
と
設
備
・
人
員
の
中
で
、

お
い
し
く
て
安
全
な
給
食
が
同
じ
よ

う
に
提
供
さ
れ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
合
併
前
の
新
城

地
区
に
あ
っ
た
栄
養
教
諭
・
栄
養
職

員
と
調
理
員
に
よ
る
献
立
委
員
会
の

よ
う
な
、
給
食
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
の
意
見
交
換
の
場
が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

給
食
の
残
菜
は
ゼ
ロ
！
　
そ
の
理
由
は
…

作
手
地
区
米
生
産
農
家
　
齋
藤
憲
生
さ
ん

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
康
は
、
地
域
の
安
全
な
食
か
ら

の
ー
ま
ん
ば
ざ
ー
る
荷
互
奈
　
加
藤
泰
平
さ
ん

旬
で
取
れ
た
て
の
野
菜
が
子
ど
も
と
ふ
る
さ
と
を
育
て
る

八
名
中
学
校
調
理
員
　
柴
田
志
づ
子
さ
ん

安
全
で
、
お
い
し
い
給
食
を
作
り
続
け
る
た
め
に

実際の調理中は、マスクを着用しています。

の
り

お

に

ご

な

や
す
ひ
ら
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新
城
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
道
子
さ
ん

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
荻
野
紀
子
さ
ん

ま
か
な
い
W
E
V
E
　

　
　
　
　
　
長
田
共
永
さ
ん

食
材
を
生
か
し
た
調
理
の
工
夫
で

「
食
」
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る

子
ど
も
よ
り
も
、
土
を
触
っ
た
事
の

な
い
大
人
世
代
に
「
食
育
」
を
！

野
菜
は
、
ス
ー
パ
ー
で
買
う
も
の
で
は
な
く
、

人
の
手
に
よ
っ
て
土
か
ら
作
る
も
の

　
食
べ
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
主
婦

が
集
ま
り
「
食
改
さ
ん
」
の
通
称
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
の
調
理
実
習
や
男
性
の
料

理
教
室
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
、
地
元
野
菜
や
、
簡
単
に
手

に
入
る
食
材
を
使
用
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
や
ア
レ
ン
ジ
で
「
作
る
こ
と
」

「
食
べ
る
こ
と
」
の
楽
し
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
や
男
性
の
調
理
離
れ

の
原
因
と
言
わ
れ
る
「
後
片
付
け
」

も
工
夫
に
よ
っ
て
簡
素
化
す
れ
ば
、

防
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
最
新
の
料
理
情
報
の

収
集
や
、
食
品
メ
ー
カ
ー
と
新
メ
ニ

ュ
ー
の
研
究
活
動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
食
材
を
生
か
し
な
が
ら
、
ア
レ
ン

ジ
や
工
夫
一
つ
で
食
べ
る
こ
と
も
健

康
も
維
持
で
き

る
「
食
」
は
老

若
男
女
の
す
べ

て
を
つ
な
げ
る

一
番
身
近
な
架

け
橋
だ
と
思
い

ま
す
。

　
行
政
や
民
間
を
問
わ
ず
「
農
」
や
「
食
」

に
関
す
る
方
面
で
活
躍
さ
れ
、
自
ら

も
シ
イ
タ
ケ
栽
培
し
て
い
る
荻
野
さ
ん
。

　
以
前
か
ら
学
校
給
食
へ
の
地
元
食

材
の
提
供
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

地
元
産
の
お
米
を
は
じ
め
、
柿
や
イ

チ
ゴ
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
。
し
か
し
、

管
理
や
衛
生
上
の
問
題
で
実
現
で
き

ま
せ
ん
で
し
た

　
最
近
に
な
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
旬

の
お
い
し
い
食
材
の
提
供
は
難
し
い

よ
う
で
す
ね
。

　
「
食
育
」
は
家
庭
が
基
本
。
特
に

30
代
か
ら
50
代
の
大
人
が
も
っ
と
「
調

理
」
や
「
農
」
や
「
食
」
に
関
心
を

も
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
大
人
た
ち
が
、

気
軽
に
集
い
、
土
い

じ
り
が
で
き
る
「
市

民
農
園
」
を
作
り
、

も
っ
と
食
べ
物
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
場

を
提
供
し
よ
う
と
現

在
計
画
中
で
す
。

　
農
作
物
を
通
じ
て
の
食
育
と
、
伝

統
継
承
に
関
わ
る
「
ま
か
な
い
」
活

動
（
準
備
や
手
配
）
を
始
め
て
か
ら
、

は
や
４
年
。
借
り
受
け
た
畑
を
「
ま

か
な
い
ふ
ぁ
ー
む
」
と
名
付
け
、
ス

タ
ッ
フ
５
人
で
、
市
内
１
幼
稚
園
、

２
保
育
園
の
幼
児
た
ち
へ
の
農
場
提

供
と
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
は
収
穫
シ
ー
ズ
ン
。
春
に
子
ど

も
た
ち
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
ツ
ル
が
、

数
度
の
草
取
り
作
業
を
行
っ
た
後
、

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
と
な
っ
て
土
の

中
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
る
。
思
わ
ず

子
ど
も
と
一
緒
に
笑
顔
に
な
れ
る
瞬

間
で
す
。

　
家
庭
で
は
も
っ
と
農
薬
に
関
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
無
農
薬

で
野
菜
を
栽
培
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

安
全
な
食
べ
物
を
口

に
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
無
農
薬
の
大
豆
か

ら
味
噌
も
作
っ
て
い

ま
す
よ
。

新
城
市
食
育
推
進
計
画

計 画 の 目 標

計画の数値目標

計　画　期　間

八名丸くん

・地域の良さを見直し、郷土愛を育む。
・健康で豊かな人間性を育む。
・地域交流による心ふれあうまちづくりを推進。
・新城を体験し、新城を食ぺ、新城で暮らす。

・食を通してコミュニケーションを深めます。
・世代から世代へと受け継ぐ郷土愛を育み、食文化の継承を行います。
・楽しく食について学ぶことができる取組みを推進します。

 あったかくておいしい新城の自校式給食が多くの方に支えられていることを、今回の取材で実感

しました。各学校でも、食育に関する取り組みが盛んになっています。しかし、食育は学校まかせ

にできるものではありません。家庭や地域でもできることはたくさんあります。あまり難しく考え

ず、まずは家族そろって元気に「いただきます」とあいさつし、楽しく食卓を囲むところから始め

てみよう、と思います。

・健全な食生活の実現に欠かせない食に関する知識や判断力を高めます。
・心身の健康の増進と豊かな人間形成を目指します。

・地産地消を推進します。
・食に関する体験活動を推進します。
・環境への負荷の低減や持続可能な農業への取組みを推進します。

※1　平成19年度「食生活に関するアンケート」新城市学校保健会ほかによる。
※2　学校のある日についてのアンケート結果による。
※3　現状の数値は新城産の農産物の使用割合を示す。
※4　目標値は愛知県産の使用割合を示すが、新城産の使用を努力目標とする。

具体的には

「食」でつなぐ人と人

「食」でつなぐ健康生活

しんしろをよ＜ばるくらしづくり

項　　　　　　目　　　　　　　　　　　 現　　　状　　　目　　標（H23）

食育に関心を持っている人の割合

朝食を欠食する人の割合

家族の誰かと一緒に朝食
を食べる子どもの割合

小学5年生　※1、2

中学2年生　※1、2

市民

小学5年生　※1

中学2年生　※1

バランスのとれた食事をする人の割合

内臓脂肪症候群を認知している人の割合

自分の適正体重を知っている人の割合

地産地消の内容を知っている人の割合

学校給食における地場産物を使用する割合（食材数）

食べ残しをしない工夫をする人の割合

80.10％

1.30％

3.20％

3.50％

83.30％

62.10％

69.80％

87.60％

57.70％

63.60％

※3

18％

50.00％

90％以上

欠食をなくす

90％以上

90％以上

80％以上

90％以上

70％以上

80％以上

※4

30％以上

70％以上

：重点項目

平成21年度から平成23年度までの3年

《編集委員からの一言》

※新城市食育推進計画の詳細については、市ホームページでご覧になれます。

園児たちと芋掘りをするまかないWEVEの皆さん

と
し
　
こ

お
さ

だ

と
も

な
が

し
ょ
く
か
い
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任
期
満
了
に
伴
う
新
城
市
長
選

挙
お
よ
び
新
城
市
議
会
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
城
市
長
選
挙
で
は
穂
積
市
長

が
再
選
を
果
た
し
、
市
長
就
任
あ

い
さ
つ
で
は
「
１
期
目
は
合
併
後

の
土
台
作
り
に
多
く
の
力
を
注
い

だ
が
、
２
期
目
は
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
政
策
運
営
と
総
合
計
画
の
着

実
な
実
行
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
城
市
議
会
一
般
選
挙

で
は
新
人
４
人
を
含
む
18
人
が
当

選
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
19
年
度

の
2
年
間
、
県
か
ら
市
へ
派
遣
さ

れ
て
い
た
矢
野
浩
二
氏
（
46
才
）
が
、

市
長
の
選
任
に
よ
り
11
月
20
日

（金）

の
臨
時
議
会
で
同
意
を
得
て
、
1

月
か
ら
副
市
長
に
就
任
し
ま
す
。

庶
務
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
5
1

庶
務
課
　
�
23
‐
7
6
5
1

新
城
幼
稚
園
　
�
22
‐
0
0
4
5

八
名
幼
稚
園
　
�
26
‐
0
0
0
9

総
務
課
　
�
23
‐
7
6
1
1

　
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
幼

児
の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
５
、
４
歳
児
の
入
園
を

優
先
的
に
行
い
、
３
歳
児
は
生
年

月
日
順
と
し
ま
す
。

募
集
人
数

　
新
城
幼
稚
園
　
250
人

　
八
名
幼
稚
園
　
200
人

入
園
資
格

　
市
内
に
在
住
す
る
３
歳
児
以
上
で
、

　
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

　
ま
で
の
幼
児

５
歳
児

　
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
17
年
４

　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

４
歳
児

　
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
18
年
４

　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

３
歳
児

　
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
19
年
４

　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

入
園
願
書
の
交
付
期
間

　
１
月
８
日

（金）
〜
15
日

（金）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

受
け
付
け
お
よ
び
面
接
期
間

　
１
月
12
日

（火）
〜
15
日

（金）

※
入
園
願
書
の
提
出
時
に
面
接
を

　
行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と

　
一
緒
に
幼
稚
園
へ
ご
来
園
く
だ

　
さ
い
。

保
育
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
な
お
、
心
身
の
発
達
の
程
度
や

　
季
節
に
応
じ
て
短
縮
保
育
を
行

　
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
育
料

　
月
額
　
７，
０
０
０
円

預
か
り
保
育

　
希
望
す
る
５
歳
児
対
象

　
平
成
22
年
５
月
〜
平
成
23
年
３

　
月
　

　
午
後
３
時
〜
５
時

※
夏
季
・
冬
季
休
業
日
は
午
前
中

預
か
り
保
育
料

　
月
額
　
３，
０
０
０
円

※
お
や
つ
代
、
教
材
費

　
別
途
１，
０
０
０
円

※
詳
細
は
、
庶
務
課
ま
た
は
各
幼

　
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

　
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
で
、

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方
に
、
給

食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
援
助
を

し
て
い
ま
す
。
新
入
学
児
童
・
生

徒
を
含
め
て
、
平
成
22
年
度
分
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る
方
で
、

　
引
き
続
き
援
助
を
希
望
す
る
方

　
も
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

援
助
を
受
け
ら
れ
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
が
認
め
た
方

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

　
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
方

②
市
税
条
例
に
基
づ
く
市
民
税
が

　
非
課
税
の
人
ま
た
は
減
免
を
受

　
け
て
い
る
方

③
県
税
条
例
に
基
づ
く
個
人
事
業

　
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④
市
税
条
例
に
基
づ
く
固
定
資
産

　
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

⑤
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年

　
金
の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て

　
い
る
方

⑥
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
基
づ

　
く
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

　
受
け
て
い
る
方

⑦
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

　
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

　
い
る
方

⑧
世
帯
厚
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る

　
貸
付
を
受
け
て
い
る
方

⑨
そ
の
ほ
か
、
①
〜
⑧
以
外
の
方

　
で
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

　
た
方

受
付
期
間

　
１
月
５
日

（火）
〜
29
日

（金）

提
出
書
類

　
申
請
書
と
と
も
に
①
〜
⑧
に
該

　
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
を

　
添
え
て
庶
務
課
へ
ご
提
出
く
だ

　
さ
い
。

横 山 行 敬

鈴 木 眞 澄

森 　 　 孝

前 崎 み ち 子

下 江 洋 行

中 西 宏 彰

菊 地 勝 昭

加 藤 芳 夫

荒 川 修 吉

鈴 木 司 郎

鈴 木 達 雄

夏 目 勝 吾

丸 山 隆 弘

丸 山 繁 治

長 田 共 永

山 田 辰 也

滝 川 健 司

中 根 正 光

山 本 勝 利

村 川 正 晃

兵 藤 祐 治

村 田 康 助

加 藤 久 明

岡 嶋 威 典

金 原 信 之

太 田 善 市

井 ノ 口 　 真

穂 積 亮 次

山 本 拓 哉

白 井 倫 啓

無所属・新

公明党・現

無所属・現

無所属・新

無所属・新

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・新

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・現

無所属・新

無所属・新

無所属・現

日本共産党・新

無所属・現

無所属・新

無 所 属 ・ 現

無 所 属 ・ 新

無 所 属 ・ 新

2,193

2,042.216

1,490

1,475

1,456

1,438

1,382

1,364.861

1,346

1,336.029

1,274.753

1,235

1,226.524

1,215.475

1,189

1,130

1,074

1,002

981

894

890

885

823.138

823

797

727

407

32,096.996

332.004

15,268 

9,647 

7,076 

31,991 

440 

穂
積
市
長
が
再
選

副
市
長
に

矢
野
浩
二
氏
が
就
任

新城市議会議員一般選挙結果 新城市長選挙結果

午前0時30分結了 午後11時4分結了

投票者数　　　　投票率投票者数　　　　投票率

32,429　　　　77.32% 32,431　　　77.32%

20,449 　　　　21,494 　　41,943 

候 補 者 氏 名 所属党派・新現元別 所属党派・新現元別得票数 候 補 者 氏 名

有 権 者 数 （人）

得票数

得票総数

無効・その他

得票総数

無効・その他

男 女 計

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

●問
■本

●問
■本 ●問
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税
務
課
　
�
23
‐
7
6
1
5

商
工
課
　
�
23
‐
7
6
3
4

　
１
月
４
日
か
ら
、
市
税
に
関
す
る

証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
、
税
務
情

報
に
関
す
る
個
人
情
報
の
漏
え
い
や

不
正
な
使
用
を
防
止
す
る
た
め
、
交

付
申
請
の
取
り
扱
い
を
、
本
人
以
外

の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
状

（
承
諾
書
）
な
ど
の
原
本
の
添
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
口
に
見
え
た
方
の
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
な
ど
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

本
人
確
認
書
類

　
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
の
被
保

　
険
者
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

委
任
状
例

　
私
　
新
城
太
郎
は
、
鳳
来
太
郎
　

　
新
城
市
長
篠
字
下
り
筬
１
番
地
２

　
を
代
理
人
と
定
め
、
証
明
書
の
請

　
求
及
び
受
領
を
一
任
し
ま
す
。

　
平
成
○
年
○
月
○
日

　
新
城
市
字
東
入
船
６
番
地
１

　
　
新
城
太
郎
　
�

　
（
本
人
署
名
捺
印
）

郵
送
申
請
の
場
合

①
任
意
の
用
紙
に
次
の
こ
と
を
ご
記

　
入
く
だ
さ
い
。

・
氏
名
（
捺
印
）

・
生
年
月
日

・
住
所
（
現
住
所
・
新
城
に
住
ん
で

　
い
た
と
き
の
住
所
）

・
電
話
番
号
（
昼
間
連
絡
の
取
れ
る

　
連
絡
先
）

・
必
要
な
証
明
事
項

　
何
年
度
分
の
、
ど
の
よ
う
な
種
類

　
の
証
明
書
が
何
通

・
証
明
書
の
利
用
目
的

②
本
人
確
認
が
で
き
る
運
転
免
許
証

　
な
ど
の
コ
ピ
ー

③
証
明
手
数
料

　
定
額
小
為
替

④
返
信
用
の
封
筒（
切
手
を
貼
る
）

※
代
理
人
の
場
合

　
①
・
②
・
③
・
④
の
ほ
か
に

・
委
任
状
（
本
人
署
名
・
捺
印
さ
れ

　
た
も
の
）

・
代
理
人
の
電
話
番
号
（
昼
間
連
絡

　
の
取
れ
る
連
絡
先
）

・
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
運

　
転
免
許
証
な
ど
の
コ
ピ
ー

　
市
で
は
、
中
小
企
業
や
勤
務
者
の
方
へ
さ
ま
ざ
ま
な
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
信
用
保
証
料
補
助
制
度
や
短
期
特
別
小
口
資
金
利
子
補
給
補
助
制
度

も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

商工業振興資金融資制度
通常資金（振）

小規模企業資金（振小）

新築、増築、建売、土地付新築住宅
土地付中古住宅
改築、耐震補強、住宅用地

1,000万円

700万円

500万円

市信用保証料補助金 市短期特別小口資金利子補給補助金

中小企業者向け

（市勤労者住宅資金融資制度）勤労者向け

短期特別小口
資金融資制度

市起業者支援
資金融資制度

市内に事業者が
ある従業員50人

（商業・サービス
業は20人）以下
の個人・法人・企
業組合

商工業振興資金の小規模企業資金融資
で借入をした場合、支払った信用保証
料の1/2（100円未満切捨て）を補助し
ます。ただし、上限は8万円です。補
助申請は融資貸付から15日以内に市へ
ご提出ください。

市短期特別小口資金融資を借入した場合、
当該融資に係る利子を含めた額を取引金
融機関へ完済した後、正規の利子相当額
の1/2を補助します。補助申請は返済完
了日から30日以内に市へご提出ください。

市内に事業所が
ある従業員20人

（商業・サービス
業は5人）以下の
個人・法人・企業
組合

市内に事業所が
ある従業員20人

（商業・サービス
業は5人）以下の
個人・法人・企業
組合

市内に事業所が
ある従業員20人

（商業・サービス
業は5人）以下で
開業しようとする
方

融 資 対 象

融 資 金 額

資 金 使 途

年 利 率

担保・保証人

備 　 　 考

4,000万円以内 1,250万円以内 500万円以内 750万円以内

運転　7年以内
設備　7年以内

運転　5年以内
設備　7年以内

運転　1年以内
設備　1年以内 設備　7年以内

３年以内　1.6％
5年以内　1.7％
7年以内　1.8％

３年以内　1.4％
5年以内　1.5％
7年以内　1.6％

1.6％ 1.8％

原則　不要 原則　不要 原則　不要 原則　要

・税の滞納がないこと
・必要な許可書を取得していること
・据置6カ月が可能な分割返済
・保証協会への保証料が必要
・事業を適法に営んでいること

・税の滞納がないこと
・必要な許可書を
　取得していること
・事業を適法に営ん
　でいること

・市内に居住し、市
　内で開業する25
　歳以上の方
・開業までに許可書
　を取得していること

25年（改築、耐震補強は15年）以内で元利均等の分割返済
（ボーナス併用可）

住宅金融支援機構の住宅融資フラット35の各金融機関が
定める貸付実行時の金利

原則　要

・1年以上現在の事業所に勤務していること
・住宅取得後3年以上居住見込みがあること
・借入申込人は75歳までに完済する方であること
・税の滞納がないこと

融 資 限 度 額

返済期間・返済方法

金　　　　　　利

担 保 ・ 保 証 人

備　　　　　　考

12月 1月

26(土）27(日）28(月）29(火）30(水）31(木） 1(金） 2(土） 3(日） 4(月） 5(火）

12月 1月

26(土）27(日）28(月）29(火）30(水）31(木） 1(金） 2(土） 3(日） 4(月） 5(火）

12月 1月

26(土）27(日）28(月）29(火）30(水）31(木） 1(金） 2(土） 3(日） 4(月） 5(火）

市役所（本庁）

鳳来総合支所

作手総合支所

市民病院

設楽原歴史資料館

鳳来寺山自然科学博物館

長篠城址史跡保存館

作手歴史民俗資料館

勤労青少年ホーム

市民体育館・分館

作手診療所

新城市クリーンセンター

可燃ごみ収集

鳥原埋立処分場（自己搬入）

し尿収集（新城市清掃センター）

し尿収集（作手）

市民課窓口業務は午後6時まで
1/2の市民課土曜窓口は開庁しません

△ =12/26の搬入は午後0時30分まで�
▲ =12/29の搬入は午後3時30分まで�

窓口業務は午後5時15分まで

窓口業務は午後5時15分まで

備　　考

備　　考

備　　考

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

午後5時まで

午後5時まで

午後5時まで 通常どおり

定休日 定休日

午後5時まで

【ごみ・し尿収集関係】

【斎苑関係】

しんしろ斎苑

開場日の搬入は午後3時30分まで�

受付・収集は１/6から

※収集カレンダーのとおり収集しますので、ご確認ください。

休

休

休

休休休休休休△ ▲

休（友引）

●問
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税
源
移
譲
に
伴
い
、
市
・
県
民

税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
が
、
平

成
11
年
〜
平
成
18
年
末
の
間
に
入

居
し
た
方
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
21
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま

で
に
入
居
し
た
方
に
つ
い
て
も
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
末
ま

で
に
入
居
し
た
方
で
、
平
成
21
年

分
以
降
の
所
得
税
に
お
い
て
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）
が
受
け
ら
れ
、
か

つ
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か

っ
た
税
額
が
あ
る
場
合
、
翌
年
度

分
の
市
・
県
民
税
か
ら
控
除
で
き

ま
す
。

　
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
適
用
を
受
け
る
に
あ
た
り
、

市
へ
の
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
の
提
出
は
不
要

で
す
。

対
象
と
な
る
方

　
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
末
ま

　
で
に
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
て

　
入
居
し
た
方
で
、
所
得
税
の
住

　
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
あ
る

　
方

適
用
時
期

　
平
成
22
年
度
以
降
の
市
・
県
民

　
税
か
ら

控
除
さ
れ
る
額

　
次
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
最

　
高
9
7,
5
0
0
円
）

・
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可

　
能
額
の
う
ち
、
所
得
税
か
ら
控

　
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

・
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等

　
の
額
の
５
％
に
相
当
す
る
額

手
続
方
法

・
入
居
し
た
最
初
の
年
分

　
税
務
署
で
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

　
ン
控
除
の
確
定
申
告
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。

・
入
居
２
年
目
以
降

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
に

　
お
い
て
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

　
ン
控
除
の
適
用
の
手
続
き
を
し

　
た
方
は
、
手
続
き
不
要
で
す
。

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で

に
入
居
し
た
方
へ
の
お
知
ら
せ

　
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま

で
に
入
居
し
た
方
で
、
今
ま
で
市
・

県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
る
た
め
「
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て

い
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
以
降
の
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
を
受
け
る
た
め
の
市
へ

の
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
」
の
提
出
は
不
要
と
な

り
ま
す
。

児
童
課
　
�
23
‐
7
6
2
2

児
童
課
　
�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
2

税
務
課

�
23
‐
7
6
1
5

　
平
成
22
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の
加

入
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
就
労
な
ど
に
よ
り
下
校
後
児
童

　
を
養
育
で
き
な
い
家
庭
の
１
〜

　
３
年
生

※
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
４
年

　
生
以
上
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
遊
び
や
自
主
学
習
を
中
心
と
し

　
た
放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供

　
し
ま
す
。

　
下
校
後
〜
午
後
６
時
（
土
・
日

　
曜
日
、
祝
日
、
休
校
日
を
除
く
）

※
春
･
夏
･
冬
休
み
の
期
間
中
は

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
月
額
５，
０
０
０
円

　
（
８
月
は
８，
０
０
０
円
）

※
別
途
、
傷
害
保
険
加
入
掛
金
と

　
し
て
年
額
600
円
が
必
要
で
す
。

申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

　
配
布
は
１
月
12
日

（火）
か
ら
、
受

　
付
期
間
は
１
月
25
日

（月）
か
ら
２

　
月
12
日

（金）
ま
で
で
す
。
児
童
課

　
お
よ
び
鳳
来
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
で
行
い
ま
す
。

※
受
け
付
け
に
は
、
家
庭
の
状
況

　
に
応
じ
て
就
労
証
明
書
な
ど
が

　
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
子
育
て
支
援
や
健
全
育
成
に

関
す
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た

め
、
現
在
策
定
中
の
新
城
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
き
制
度
に
よ
り
、
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
１
月
4
日

（月）
〜
2
月
2
日

（火）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、
①

か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

①
児
童
課
に
持
参
す
る
。

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
、

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　
分

②
郵
送
す
る
。

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所
　
児
童
課
　
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
　
23
‐
２
０
０
２

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　
　jid

ou
@

city
.sh

in
sh

iro.lg
.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
児
童
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　
時
15
分

※市・県民税の住宅ローン控除を受けようとする場合は、源泉徴収票の摘要欄または確定
　申告書に以下の二つの項目が記載されている必要があるため、記載があることを十分確
　認してください。
　①住宅借入金等特別控除可能額　②居住開始年月日

控除を受けようとする
市・県民税の年度

市への「住宅借入金等特別
税額控除申告書」の提出

平成22年度分

平成20年度分
および平成21年度分

不要です

毎年分必要です

入居を開始した年

平成21年～
平成25年末

平成11年～
平成18年末

平成11年～
平成18年末

※
定
員
に
対
し
て
申
し
込
み
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
は
活
動
を
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
小
学
校

定
　
員

場
　
　
　
　
　
所

ク

ラ

ブ

名

鳳
来
中
部
児
童
ク
ラ
ブ

庭
野
児
童
ク
ラ
ブ

八
名
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
東
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
西
児
童
ク
ラ
ブ

千
郷
児
童
ク
ラ
ブ

中
央
児
童
ク
ラ
ブ

新
城
児
童
ク
ラ
ブ

鳳
来
中
部
小
学
校
内

庭
野
公
民
館
内

老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
内

東
郷
東
小
学
校
内

東
郷
東
小
学
校

東
郷
西
小
学
校
内

東
郷
西
小
学
校

千
郷
中
学
校
内

千
郷
小
学
校

八
名
小
学
校

庭
野
小
学
校

鳳
来
中
部
小
学
校

ち
さ
と
館
内

千
郷
東
保
育
園
内

中
央
保
育
園
内

新
城
小
学
校
内

新
城
小
学
校

25
人

45
人

各
25
人

10
人

10
人

10
人

各
25
人

　
10
年
以
上
に
わ
た
り
、
選
挙

管
理
委
員
会
の
委
員
と
し
て
選

挙
の
管
理
執
行
に
従
事
さ
れ
て

き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

総
務
大
臣
感
謝
状

上
田
　
清
さ
ん

（
新
城
・
栄
町
）

う
え
　
だ
　
　
　
き
よ
し

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内

の
小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て

勤
務
し
た
い
方
の
登
録
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
講
師
登
録
が
で
き
る
方
は
、

　
小
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中

　
学
校
教
員
免
許
を
有
す
る
方

　
で
す
。

市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務

す
る
講
師
を
募
集

学
校
教
育
課

�
23
‐
7
6
5
2

●em

●時 ●対

●￥

●内

■鳳

●問
■本

●問
■本

●問
■本

�

●問
■本
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今月の人口
平成21年12月1日現在（前月比）

総人口…… 51,131人
　　　　　　　　（－8）
男………… 25,178人
　　　　　　　　（－1）
女………… 25,953人
　　　　　　　　（－7）

世帯数………16,566

出生…17人

死亡…37人

転入…77人

転出…66人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

広
告

介
護
高
齢
課

�
23
‐
7
6
8
8

学
校
教
育
課

�
23
‐
7
6
5
2

新
城
市
国
際
交
流
協
会

�
23
‐
7
7
8
3

sie
a

@
te

e
s.jp

「
新
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
陶
芸
・
木
工
教
室
作
品
展
」

　
本
会
陶
芸
教
室
、
木
工
教
室
の

受
講
生
が
創
意
工
夫
し
、
心
を
込

め
作
り
上
げ
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

　
1
月
6
日

（水）
〜
31
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
6
日
は
午
後
か
ら
展
示

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
12
月
26
日
〜
1
月
5

　
日
お
よ
び
月
・
火
曜
日
（
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
）

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み

に

こ

ん

か

ん

新
城
市
国
際
交
流
協
会

�
23
‐
7
7
8
3

新
城
保
健
所
総
務
企
画
課

�
22
‐
2
2
0
3

生涯学習課　�23‐7654

sie
a

@
te

e
s.jp

広
告

電話0536-22-4175

「相続」「遺言」「認知症」の悩み…

法人設立　　各種許認可   離婚　入国管理
補助金・交付金、経営、販売促進戦略

新城＋相続→検索

―年末・相続、くらし、ビジネス困りごと無料相談―
21年12月23日（祝）9時～正午　　豊川市ゆうあいの里、創作活動室（月例）

―年始・相続、くらし、ビジネス困りごと無料相談―
22年1月16日（土）9時～正午　　新城まちなみ情報センター会議室（新年特設）

ふれあい相続後見センター

すずたつ→検索鈴木達也行政書士事務所 検索

�無料メルマガ会員募集　suzutatsu@tees.jp　�出前講座歓迎

�

　
介
護
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
た
い
方
、
家
庭
で
介
護
を
さ
れ

て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
方
な
ど
、
皆
さ
ん
で
介
護

技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

第
１
回

　
２
月
13
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

　
歌
っ
て
口
腔
ケ
ア

　
〜
口
腔
機
能
の
向
上
に
向
け
て
〜

　
（
実
技
指
導
）

第
２
回

　
２
月
20
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

　
移
乗
介
助

　
〜
ベ
ッ
ド
か
ら
食
卓
へ
〜

　
（
実
技
指
導
）

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
短
期
大
学
部

　
准
教
授
　
大
村
光
代

氏

　
准
教
授
　
今
泉
雅
博

氏

　
ど
な
た
で
も

　
30
人
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

　
無
料

　
２
月
５
日

（金）

　
２
回
連
続
の
教
室
で
す
が
、
１

　
回
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
に
住
む
小
・
中

学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
聞
い
て
く
だ
さ
い
私
の
話
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
１
月
９
日

（土）

　
午
前
９
時
10
分

　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
自
分
、
友
達
、
家
族
、
出
会
い
、

　
夢
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
歴
史
・
文

　
化
な
ど
、
日
ご
ろ
の
思
い
を
熱

　
く
語
り
ま
す
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ダ
ン
ス
や
交
流
を
通
じ
て

異
文
化
の
世
界
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
１
月
24
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
西
部
公
民
館
　

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ダ
ン
ス
鑑
賞
、

　
交
流

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
イ
ン
ド
ネ

　
シ
ア
人
留
学
生
数
人
　
　

　
先
着
60
人

　
無
料

　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催

　
新
城
国
際
交
流
協
会

　
国
際
交
流
協
会
さ
く
ら

　
２
月
か
ら
全
６
回
コ
ー
ス
の
英

会
話
講
座
（
初
級
ク
ラ
ス
）
を
開

講
し
ま
す
。

　
２
月
１
日

（月）
〜
３
月
８
日

（月）

　
（
毎
週
月
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
ド
リ
ア
山
崎
ラ
ン
サ
ム

氏

　
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）

　
15
人
程
度

※
協
会
会
員
優
先
、
先
着
順
　

　
協
会
会
員
　
３，
０
０
０
円

　
一
般
　
　
　
６，
０
０
０
円

申
込
期
間

　
平
成
21
年
12
月
17
日

（木）
〜
１
月

　
22
日

（金）

　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知
識
、
操
作
方
法
を

学
び
、
命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
28
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
25
人

　
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
か
ら
消

費
者
の
皆
さ
ん
自
身
を
守
る
た
め

の
知
識
に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
て

い
ね
い
に
解
説
し
ま
す
。
 

　
２
月
５
日

（金）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
文
化
会
館
301
講
習
室

　
「
悪
徳
商
法
か
ら
身
を
守
る
に

　
は
！
」
〜
消
費
者
自
身
の
意
識

　
を
高
め
よ
う
〜

　
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
和
田
由
貴

氏

　
80
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間

　
平
成
21
年
12
月
19
日

（金）
〜
１

　
月
20
日

（水）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
　
新
城
市
役
所
商
工
課

　
　
「
消
費
者
講
座
」
係

　
ふ
る
さ
と
の
地
名
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
1
月
24
日

（日）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
日
本
お
も
し
ろ
地
名
考
‐
導
入

　
編
‐

　
地
名
研
究
会
あ
い
ち
代
表

　
私
立
栄
徳
高
等
学
校
教
諭

　
山
口
　
均

氏

　
地
元
の
地
名
研
究
発
表

　
地
名
研
究
会
鳳
来
会
員

　
ど
な
た
で
も

　
無
料

　
申
し
込
み
不
要
で
す
。
こ
の
事

　
業
は
「
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ

　
く
り
事
業
」
採
択
事
業
で
す
。

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
1
月
16
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
１
，

０
０
０
円
を
ご
用
意
く
だ

　
さ
い
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

申
込
期
間

　
平
成
21
年
12
月
21
日

（月）
〜
1

　
月
7
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
1
2

�
23
‐
2
0
0
2

jo
h

o
-2

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

生
涯
学
習
課

�
23
‐
7
6
5
4

地
名
研
究
会
鳳
来

�
32
‐
2
5
8
4
（
金
田
）

【
に
こ
に
こ
】

第
9
回
　

　
１
月
15
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
親
子
で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を

　
動
か
そ
う
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
無
料

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
の
成
人
式
を
開
催

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
臨
席
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
１
月
10
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
可

　
能
な
限
り
乗
り
合
わ
せ
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
案
内
図

文化
会館

市役所

新城小学校

体育館

商
工
課

�
23
‐
7
6
3
4

�
23
‐
1
1
2
3

shoukou@
city.shinshiro.lg.jp
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●内
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●時●所●時

●時
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●講

●定

●定

●定

●￥●￥

●￥

●定

●定

●応

●応 ●応

●〆

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

■本

●申
●問
■本

●申
●問

●問
■本

●申
■本

●em

●申
■本

●時

●問
■鳳

●問
■鳳

●所●時●所

●時

●時

●所

●所

お

お

む

ら

み

つ

よ

い
ま
い
ず
み
ま
さ
ひ
ろ

や
ま
ぐ
ち
　

ひ
と
し

わ

だ

ゆ

う

き

●応 ●対 ●￥

●定

●em

●申
●問
■本

●時

●対●￥●他

●問
■本

●問

●問 ■本

●所●内
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新城図書館 　�23‐2333●問

開館時間　午前9時～午後8時

貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

図書返却　3地区のブックポストでも可

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所で交付

　　　　　申請可。後日、自宅に郵送

おすすめ新着図書の紹介

「作家の使命 私の戦後―山崎豊子自作

を語る１」　山崎豊子／著　新潮社

　山崎文学50年の総決算として出され

た全３巻シリーズの１巻です。「不毛

地帯」「二つの祖国」「大地の子」の

戦争３部作、映画化された「沈まぬ太陽」

から最新作「運命の人」まで、取材時

の苦労や面白かった裏話などについて

語っています。

「未踏峰」　笹本稜平／著　祥伝社

　山小屋で出会った

心に傷を負う３人の

若者と引退した伝説

の登山家が、共にヒ

マラヤ未踏峰を目指

します。人間ドラマ

と山岳シーンが織り

なす感動小説です。

「なんてすてきな日」

アンドレ・ダーハン／作

角田光代／訳　学研教育出版

　耳がとれてしまった

おもちゃ屋のぬいぐる

みのくま「エディ」を

めぐるお話です。かわ

いくて、あたたかい絵

本です。

「坂本龍馬」を特集します

　１月からＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」

が放送されます。龍馬33年の生涯を、

岩崎弥太郎の視点から描くドラマです。

　龍馬や弥太郎のほか幕末時代に関す

る本を集めますので、ご利用ください。

新
城
図
書
館

�
23
‐
2
3
3
3

�
24
‐
3
4
1
5

h
ttp
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w

w
.lib

rary.sh
in

sh
iro

.aich
i.jp

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題

な
ど
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

を
、
「
”ホ

ッ
“
と
情
報
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

　
時
間
は
、
写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど

の
映
像
を
取
り
入
れ
、
２
分
以
内

で
す
。

　
２
月
放
送
分
の
撮
影
を
、
１
月

22
日

（金）
に
行
い
ま
す
。
出
演
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月
12
日

（火）

ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
政
治
・
宗
教
・
営
業
な
ど
に
関

　
わ
る
放
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

〜
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
〜

　
皆
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指

し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員

を
一
新
し
、
「
日
本
年
金
機
構
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務

所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、

年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
１
月
は
償
却
資
産
（
会
社
や
個

人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
す

る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・
器
具
・

備
品
な
ど
）
の
申
告
月
で
す
。

　
平
成
21
年
中
に
増
加
ま
た
は
減

少
し
た
資
産
の
申
告
書
の
提
出
を

１
月
29
日

（金）
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
新
た
に
事
業
を
開
始
さ

れ
、
今
回
の
申
告
が
初
め
て
と
い

う
事
業
所
は
、
全
て
の
償
却
資
産

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
た
方
が
平
成
17
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日

の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成

21
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給

権
者
が
い
な
い
場
合
に
、
第
九
回

特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
24
万
円
、

6
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

　
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
　
平
成
21
年
4
月
1
日
ま
で
に

　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　
取
得
し
た
方

２
　
戦
没
者
な
ど
の
子

３
　
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し

　
氏
を
同
じ
く
す
る
①
父
母
②
孫

　
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
　
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

　
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
　
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

　
等
内
親
族
で
戦
没
者
の
死
亡
ま

　
で
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
た
方

請
求
期
間

　
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
24

　
年
４
月
２
日

　
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
か
、

病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い
か
、
迷

っ
た
と
き
は
、
「
♯
７
１
１
９
」（
短

縮
ダ
イ
ヤ
ル
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

24
時
間
体
制
で
看
護
師
が
対
応
し

ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
医
師

の
助
言
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
３
月
31
日

（水）
ま
で
の
ご
利
用

　
と
な
り
ま
す
。

　
10
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号
で

は
、
倒
木
な
ど
の
影
響
に
よ
り
停

電
と
な
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
長

期
間
停
電
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　
防
災
行
政
無
線
は
停
電
時
、
乾

電
池
で
の
稼
動
と
な
り
ま
す
が
、

動
作
時
間
は
新
品
の
電
池
で
約
24

時
間
（
単
２
ア
ル
カ
リ
電
池
４
本

使
用
の
場
合
）
で
す
。
長
期
の
停

電
に
備
え
、
予
備
の
乾
電
池
を
準

備
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
非
常
食
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、

懐
中
電
灯
、
暖
房
器
具
な
ど
家

庭
用
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

見
直
し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
救
急
出
動
件
数
は
全
国

的
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
平

成
16
年
に
は
つ
い
に
500
万
件
を
突

破
し
、
平
成
19
年
に
は
520
万
件
と

な
り
ま
し
た
。
大
き
な
要
因
と
し

て
軽
症
患
者
利
用
の
増
加
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
緊
急
性
の
高
い
傷

病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
支
障
を

き
た
す
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
全
国
的
に

訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
全
国
で

は
平
成
20
年
に
は
510
万
件
に
減
少
、

市
に
お
い
て
は
平
成
16
年
の
２

,

２
９
５
件
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
17

年
か
ら
20
年
ま
で
２

,
２
０
０
件

台
と
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
前
減
少
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に

は
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
引
き

続
き
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
薬
品
や
油
類
な
ど
の
異
常
な
水

が
流
れ
込
む
と
、
下
水
道
管
に
穴

が
開
く
な
ど
の
害
が
起
き
る
ば
か

り
か
、
下
水
処
理
場
で
河
川
な
ど

に
放
流
で
き
る
水
質
基
準
ま
で
水

を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
水

質
や
自
然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
の
台
所
、
ト
イ

レ
、
洗
面
所
、
お
風
呂
な
ど
か
ら

次
の
も
の
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

　
紙
（
水
洗
ト
イ
レ
は
ト
イ
レ
ッ

　
ト
ペ
ー
パ
ー
の
み
使
い
ま
し
ょ

　
う
）

・
天
ぷ
ら
油
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の

　
食
用
廃
油
（
紙
な
ど
に
し
み
こ

　
ま
せ
、
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
し
ま

　
し
ょ
う
）

・
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
、

　
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
揮
発
性
の

　
高
い
危
険
物
（
処
理
業
者
に
依

　
頼
し
ま
し
ょ
う
）

　
昨
年
10
月
に
、
廃
油
に
よ
り
下

水
道
管
が
詰
ま
る
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
図
書
館
で
は
１
月
か
ら
、
借
り

た
い
本
を
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支

所
の
窓
口
で
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
ま
す
。

申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
フ

　
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
図
書
館
、

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
市
民

　
福
祉
課
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま

　
す
。
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
取
方
法

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
市
民

　
福
祉
課
窓
口
へ
貸
出
券
を
お
持

　
ち
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
取
り
置
き
期
間
は
、
申
込
日
を

　
含
め
15
日
間
で
す
。
（
貸
出
期

　
間
を
含
み
ま
す
）

返
却
方
法

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
設
置

　
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
ま
た
は
直
接

　
図
書
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

貸
出
条
件

・
利
用
者
登
録
を
し
て
い
る
方

・
１
度
に
３
冊
ま
で

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
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療
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愛
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救
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心
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ン
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�
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縮
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「押す」を押しながら左側に
ひくと、電池カバーが
開きます。

使用する電池サイズに
▽と数字を合わせます。
〔例　単二乾電池：2〕

【電池交換方法】

廃止

社会保険庁

日
本
年
金

機
構

厚
生
労
働
省

公
的
年
金
の

運
営
業
務

公
的
年
金
の

財
政
責
任
・

運
営
責
任

平成22年1月1日

新年は４日（月）から開館します。４日のみ、

午後５時で閉館となります。

い
ち
早
く
　
い
そ
が
ず
慌
て
ず

れ
い
静
に

〜
悩
む
よ
り
 

か
け
て
安
心

 
♯
9
1
1
0
〜

　
１
月
10
日
は
「
1
1
0
番
の
日
」

で
す
。

　
1
1
0
番
は
、
緊
急
時
専
用
の

電
話
で
す
。
急
を
要
さ
な
い
要
望
・

相
談
・
苦
情
や
各
種
照
会
な
ど
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や

警
察
相
談
専
用
電
話
（
♯
９
１
１

０
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

に

っ

ぽ

ん

き
　
は

つ

せ

い

●HP

●対

や ま ざ き と よ こ

ささもとりょうへい

かく た みつ よ

りょう ま でん

いわさき や た ろう

み とう ほう

●問

●問

●問
■鳳 ■本

●問
■作

●em
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●問
■本

●問
■本

●問
■本

●問
■消

●問
■本

●問
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シリーズ第31話

●問 市民病院　総務課
�23‐7852

　
従
来
、
傷
の
治
療
法
と
し
て
「
傷

は
水
に
濡
ら
し
て
は
い
け
な
い
」
「
か

さ
ぶ
た
が
で
き
る
よ
う
に
乾
か
す
」

「
傷
口
を
消
毒
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
「
毎
日
ガ
ー
ゼ
を
取
り
替
え
る
」

な
ど
が
常
識
と
し
て
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
創
傷
治
癒
（
傷

の
治
り
方
の
仕
組
み
）
の
研
究
と
ガ

ー
ゼ
や
皮
膚
に
代
わ
る
材
料
（
被
覆

材
、
人
工
真
皮
）
・
薬
剤
の
開
発
に

よ
り
、
単
に
傷
を
治
す
だ
け
で
な
く
、

い
か
に
早
く
、
き
れ
い
な
傷
跡
に
す

る
か
が
研
究
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
常

識
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
傷
口
を
乾
燥
さ
せ
ず
、
消
毒
で

傷
口
の
細
胞
を
殺
し
て
し
ま
わ
な
い

治
療
法
（
湿
潤
療
法
）
」
。
こ
の
治

療
法
で
早
い
治
癒
、
痛
み
の
緩
和
と
、

き
れ
い
な
傷
跡
を
実
現
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
切
り
傷
や
擦
り
傷
が
で
き
た
場
合
、

体
は
自
力
で
回
復
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
消
毒
と
ガ
ー
ゼ
は
傷
口
を
乾

燥
さ
せ
、
頑
張
っ
て
い
る
細
胞
の
働

き
を
殺
し
て
し
ま
い
、
不
完
全
な
治

り
方
で
あ
る
「
か
さ
ぶ
た
」
を
作
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
傷
を
負

っ
た
ら
ま
ず
砂
な
ど
の
汚
れ
を
き
れ

い
に
水
で
洗
い
流
す
こ
と
と
、
消
毒

せ
ず
に
傷
口
を
乾
燥
さ
せ
な
い
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
家
庭
な

ど
で
は
食
品
用
ラ
ッ
プ
で
傷
口
を
覆

う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
治
療
法

は
特
に
擦
り
傷
や
切
り
傷
に
適
し
て

い
ま
す
が
、
咬
み
傷
や
ギ
ザ
ギ
ザ
の

傷
、
血
が
止
ま
ら
な
い
、
砂
な
ど
で

汚
れ
た
傷
、
患
部
が
赤
く
熱
を
持
っ

て
腫
れ
て
く
る
、
痛
み
が
増
す
な
ど

の
場
合
に
は
必
ず
医
療
機
関
へ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
病
院
で
は
傷
口
を
乾
燥
さ
せ
な
い

た
め
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ハ
イ
ド
ロ

コ
ロ
イ
ド
や
ア
ル
ギ
ン
酸
な
ど
か
ら

成
る
被
覆
材
（
傷
を
覆
う
も
の
）
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
市
販

で
も
ハ
イ
ド
ロ
コ
ロ
イ
ド
の
被
覆
材

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
覆
材
は
傷
に
密
着
し
、

乾
燥
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
毎
日

取
り
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ー
ゼ
の
よ
う
に
治
り
か
か
っ
た
皮

膚
を
は
が
し
て
傷
つ
け
る
こ
と
も
少

な
く
、
治
癒
ま
で
の
日
数
を
短
縮
で

き
ま
す
。
あ
せ
も
（
汗
疹
）
が
で
き

た
り
、
体
か
ら
出
る
ヌ
ル
ヌ
ル
の
浸

出
液
が
我
慢
で
き
な
い
よ
う
で
し
た

ら
、
水
で
優
し
く
洗
っ
て
も
大
丈
夫

で
す
。
傷
を
擦
ら
な
け
れ
ば
入
浴
や

シ
ャ
ワ
ー
も
可
能
で
す
。
し
だ
い
に

浸
出
液
が
少
な
く
な
り
ピ
ン
ク
で
ツ

ル
ツ
ル
の
皮
膚
に
な
れ
ば
治
っ
た
証

で
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
火
傷
や
ひ
ど
い

擦
り
傷
な
ど
の
よ
う
な
皮
膚
の
一
部

や
全
部
が
欠
損
し
た
傷
を
従
来
よ
り

も
早
く
て
綺
麗
で
ひ
き
つ
れ
の
な
い

治
り
方
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
人
工

真
皮
（
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
で
作
っ
た

皮
膚
の
一
部
と
な
る
も
の
）
や
細
胞

増
殖
因
子
の
ス
プ
レ
ー
剤
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、
従
来
よ
り
も
傷
跡

が
赤
く
醜
く
（
ケ
ロ
イ
ド
状
に
）
盛

り
上
が
ら
な
い
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
最
新
の
治
療
を
行
っ
て

も
完
全
に
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
傷
は
治
っ
て

か
ら
２
〜
３
カ
月
は
不
安
定
で
、
約

５
〜
６
カ
月
す
る
と
安
定
し
て
き
ま

す
。
こ
の
頃
に
傷
跡
が
目
立
つ
よ
う

な
ら
、
手
術
に
よ
り
目
立
た
な
く
す

る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
通
常
、
本
当

に
傷
口
が
落
ち
着
く
に
は
２
〜
３
年

は
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
欧
米
で
は
「
傷
は
目
と
同
様
に
扱

う
」
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
傷
に

は
優
し
く
接
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

お
困
り
の
際
に
は
病
院
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

新城市民病院
　　　　消化器科・外科

  　診療部長　横井佳博
よ こ 　 い 　 よ し ひ ろ

そ

う

し
ょ
う
ち

ゆ

ひ
　
ふ
く

し
ん

ぴ

し
つ
じ
ゅ
ん
り
ょ
う
ほ
う

ち
　
ゆ

す

か

は

や

け

ど
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新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
1
月
15
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
1
月
28
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

注
意
!!

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
2
月
4
日

（木）
　
午
前
実
施
　

※
乳
が
ん
検
診
は
、
一
日
実
施

　
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
胃

　
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
50
歳
以

　
上
の
方
で
胃
が
ん
と
セ
ッ
ト
で

　
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　
す
。

※
今
回
で
平
成
21
年
度
新
城
市
の

　
胃
・
前
立
腺
・
子
宮
の
集
団
が

　
ん
検
診
は
最
終
回
に
な
り
ま
す
。

 
胃
が
ん
　
　
　
　１，
０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
　
　
　
　
　
　
300
円

　
乳
が
ん
　
　
　

１，
３
０
０
円

　
子
宮
が
ん
　
　
　
　
　
　
800
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
　
500
円

お問い
合わせ

◆
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
 

　
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
せ
き
、
く
し
ゃ
み
を
す
る

　
と
き
は
、
口
と
鼻
を
押
さ

　
え
ま
し
ょ
う
。

◆
せ
き
が
出
る
と
き
は
、
マ

　
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス

　
の
良
い
食
事
を
と
り
ま
し

　
ょ
う
。

　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
９

月
に
対
象
の
年
齢
の
方
に
送
付

し
ま
し
た
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

は
３
月
31
日

（水）
が
有
効
期
限
で
す
。

早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
通
知
が
届
く
前
に
、

市
が
行
っ
た
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
（
集
団
・
個
別
）
を
受

診
さ
れ
た
方
は
、
自
己
負
担
金

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
手
続

き
期
限
は
、
２
月
26
日

（金）
ま
で

で
す
。
該
当
す
る
方
は
新
城
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生

の
年
令
の
方
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
冬
休
み
な

ど
を
利
用
し
て
、
１
月
30
日

（土）

ま
で
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
1
月
7
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
1
月
12
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

「
う
つ
ら
な
い
」
、

「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に
！

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
1
月
22
日

（金）
 

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
手
づ
く
り
お
や
つ
や
遊
び
方

　
の
実
習

　
平
成
20
年
11
月
〜
平
成
21
年

　
2
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と

　
そ
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
第
１
回
　
１
月
21
日

（木）

　
第
２
回
　
２
月
18
日

（木）

　
第
３
回
　
３
月
18
日

（木）

　
午
後
1
時
〜
３
時
30
分

　
講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体

　
操
な
ど

 
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

　
水
分
補
給
で
き
る
も
の
な
ど

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま

　
す
が
、
1
回
の
み
の
参
加
も

　
可
能
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

●申
●所

●時

●時 ●申
●所

●時 ●申
●所

●対

●￥ ●内

●申
●問

●時
●所
●受
●対

●内

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

●定 募集人員

日時・期間

場所・会場

受け付け

省略文字の見方

●持
●￥ 費用・会費

持ち物

●時●時 ●申
●所

●申
●所

●対 ●内●申
●所

●時●対

●対

●持●時 ●申
●所

●持 ●内

●内
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生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

●問 環境課　　　�23‐7677・�23‐8388本

　
皆
さ
ん
の
家
や
職
場
か
ら
、
ま
た
通

勤
・
通
学
途
中
で
、
川
や
池
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
も
数
回
、
市
内
で
油
が
川
な
ど

へ
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
少
量
の
油
で
あ
っ
た
た
め
、

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
や
吸
着
マ
ッ
ト
で
下

流
域
へ
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
。

　
油
流
出
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

市
内
に
お
い
て
は
油
を
使
用
し
た
施
設

か
ら
の
漏
洩
や
交
通
事
故
に
よ
る
自
動

車
か
ら
の
油
漏
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
河
川
な
ど
の
油
流
出
事
故
が
、
直
接

私
た
ち
の
飲
料
水
を
汚
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
自
然
破
壊
、
農
林
漁
業
へ
の
影

響
、
水
鳥
や
水
生
生
物
へ
の
影
響
な
ど

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
河
川
な
ど
で
の
油
流
出
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、
「
迅
速
な
情
報
伝
達
」
が
、

そ
の
後
の
油
処
理
の
早
期
対
応
に
と
っ

て
大
変
重
要
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
見
て
い
る
川
や

池
な
ど
の
水
面
に
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
し
た

油
が
浮
い
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
、

す
ぐ
に
環
境
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合

支
所
地
域
整
備
課
、
消
防
署
な
ど
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
１
分
１
秒
を
争
う
と

い
う
状
況
の
中
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

第
一
報
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
資
源
集

積
セ
ン
タ
ー
、
鳥
原
埋
立
処
分
場

へ
の
自
己
搬
入
の
臨
時
受
付
を
行

い
ま
す
。

　
12
月
29
日

（火）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

受
付
場
所

　
生
活
衛
生
課
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　
タ
ー
内
）

※
12
月
の
第
４
日
曜
日
（
12
月
27

　
日
）
の
鳥
原
埋
立
処
分
場
へ
の

　
粗
大
ゴ
ミ
の
受
け
付
け
は
、
通

　
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
伴

い
実
施
し
た
生
活
環
境
影
響
調
査
（
騒

音
・
振
動
・
悪
臭
測
定
な
ど
）
の
結
果

を
縦
覧
し
ま
す
。

施
設
の
名
称

　
破
砕
機

施
設
の
設
置
場
所

　
鳥
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

縦
覧
期
間

　
平
成
21
年
12
月
16
日

（水）
〜
１
月
21
日

　
（木）

縦
覧
場
所

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
生
活
衛
生
課
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
内
）

※
こ
の
調
査
結
果
に
意
見
の
あ
る
方
は
、

　
１
月
21
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
を
収
集
す

る
際
は
、
ご
み
の
量
や
積
み
込
み
具
合

に
よ
っ
て
収
集
順
路
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ご
み
の
量
が
多
い
年
末
年
始
な
ど
は

通
常
と
異
な
る
時
間
に
収
集
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
集
漏
れ
を
な
く

す
た
め
に
も
、
必
ず
収
集
日
の
午
前
８

時
30
分
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ほ
か
の
地
区
の
集
積
場
へ
出

す
こ
と
は
迷
惑
行
為
で
す
。
必
ず
お
住

ま
い
の
地
区
の
決
め
ら
れ
た
集
積
場
へ

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
一
つ

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
不
都
合
な
真
実
」
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
が
、
12
月
か

ら
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
事
業
を
拡

大
し
た
環
境
図
書
等
の
貸
出
事
業
「
し

ん
し
ろ
エ
コ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
始
め

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
４
月
か
ら
市
内
の
ス

ー
パ
ー
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
レ

ジ
袋
有
料
化
」
に
よ
る
収
益
金
（
約
３

万
円
）
を
１
事
業
所
が
「
環
境
関
連
の

資
金
と
し
て
使
用
し
て
欲
し
い
」
と
市

に
寄
付
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
実
施

す
る
も
の
で
す
。
市
と
し
て
も
環
境
図

書
な
ど
の
貸
し
出
し
を
通
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
、
共

に
考
え
、
そ
の
対
策
を
進
め
て
い
く
た

め
の
契
機
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
規
購
入
図
書
も
要
望
受
付
中

　
こ
の
事
業
は
、
す
で
に
あ
る
貸
出
図

書
（
寄
付
本
な
ど
）
30
冊
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
環
境
問
題
を

き
ち
ん
と
理
解
で
き
、
よ
り
多
く
の
方

に
読
ま
れ
る
よ
う
な
図
書
の
要
望
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

購
入
対
象
の
図
書

　
環
境
に
関
す
る
図
書
で
、
広
く
市
民

　
の
方
が
読
め
る
よ
う
な
も
の

購
入
予
算
　
５
３，
０
０
０
円

　
（
収
益
金
含
む
）
20
冊
程
度

受
付
方
法

　
環
境
課
に
電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
図

　
書
の
題
名
・
出
版
社
な
ど
を
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。

要
望
受
付
　
１
月
29
日

（金）
ま
で

　
図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却
は
環
境
課

の
窓
口
で
す
。
市
内
居
住
者
を
対
象
に
、

無
料
で
原
則
１
週
間
以
内
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
本

格
的
に
現
れ
る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の

こ
と
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
地
球
温
暖
化
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
温
室

効
果
ガ
ス
を
減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
何
か
と
複
雑
な
世
の
中
「
何
が
地
球

温
暖
化
の
予
防
に
つ
な
が
る
の
か
？
」

ち
ょ
っ
と
悩
む
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
悩
ん
だ
り
疑
問
に
思

っ
た
り
す
る
こ
と
は
「
環
境
に
配
慮
し

て
い
る
」
と
い
う
何
よ
り
の
証
拠
な
の

で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
お
話
し
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
聴
講
無
料
で
す
が
、
来
場
者
数
に
よ

　
っ
て
は
定
員
の
関
係
で
入
場
を
お
断

　
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
1
月
23
日

（土）
 

　
午
後
2
時
〜
4
時

　
文
化
会
館
3
階
大
会
議
室

　
杉
山
範
子

氏

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
ー

・
ピ
ア
ノ

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
空
手
の
道
着
（
中
学
生
用
）

・
碁
盤
、
碁
石

・
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
（
柵
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の

あ
る
人
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を

生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

年
末
の
自
己
搬
入
ご
み

臨
時
受
付
の
お
知
ら
せ

使
え
る
も
の
は
、
処
分
せ
ず
に

再
使
用
し
ま
し
ょ
う
！

貸し出しをする環境図書など

可燃ごみ収集のようす

講師：杉山範子氏のプロフィール

　岐阜県出身。1992年、愛知教育大学を卒業し、

（財）日本気象協会東海支社へ就職。1995年4月

～2002年3月までテレビ愛知のニュース番組に

ウェザーキャスターとしてレギュラー出演。

　NPO法人気象キャスターネットワークに所属し、

地球温暖化問題の出前授業を全国の小学校で実施

しているほか、「なごや環境大学」の実行委員と

して、市民、NPO、企業、行政による協働の学び

の場づくり、講座の企画・運営などに携わっている。

年
末
の
自
己
搬
入
ご
み

臨
時
受
付
の
お
知
ら
せ

す

ぎ

や

ま

の

り

こ

●時●所

●時

●講

き
ゅ
う
ち
ゃ
く

ろ

う

え

い
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　本宮山から新城市街地が望める

場所で日の出を撮影しました。

　当日は雲ひとつない晴天で、遠く

の山 ま々ではっきりと見渡せました。

今月の表紙

古
戦
場
と
設
楽
原
歴
史
資
料
館
を
支
え
る
人
々

①

じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

　広報しんしろ「ほのか」では、この「しみんのトビラ」への情報を
お待ちしています。
　イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄
りな話をお寄せください。

１月16日（土）・１月30日（土）
午後２時～３時15分
※それぞれの募集です。
東新町公民館
素晴らしい命を宿している10カ月が女性にと
って一番美しい時期といわれています。
マタニティヨガでは、妊娠に伴う腰痛、むく
みなどの解消、予防産後に向けての身体作り。
そしてお産にむけての呼吸法、リラックス法
を身につけます。
ヨガが、お産のためのカラダとココロの準備
妊娠出産を楽しくサポートしてくれます。
参加条件などがありますので、お問い合わせ
ください。
1,000円（1回）
1月より隔週で開催予定です。

　愛知県司法書士会新城支部では、多

重債務者無料相談会を開催します。

　相談内容は秘密厳守で行いますので、

安心してお問い合わせください。

　１月30日（土）

　午前10時～午後３時

　文化会館会議室101号室ほか２室

　自己破産や任意整理、過払い金返還

　請求などの債務整理手続について、

　司法書士が相談に応じます。

　サラ金・クレジットなどへの返済に

　お困りの方

　無料

　電話でご予約ください。ご相談は、

　予約優先で行います。

　※平日の午前10時～午後３時

概
ね
40
才
未
満
で
無
職
の
状
態
に
あ
る
方

働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方

農
園
・
福
祉
施
設
で
の
就
労
体
験
・
見
学

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
手
芸
講
座

無
料

申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新城法務総合事務局　�22-4076
N
P
O
法
人
　
い
ま
か
ら

（
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

�
23
‐
8
7
8
0

※
午
後
1
時
〜
５
時（
火
曜
日
〜
金
曜
日
）

と
よ
は
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�
0
5
3
2
‐
48
‐
7
8
0
8

※
午
前
10
時
〜
午
後
7
時（
月
曜
日
を
除
く
）

ヨガサークル　HAPPYSMILE
�090‐7043‐7986（矢賀）
happysmile.yoga@gmail.com

　1月30日（土）　午後1時30分～4時30分
　市民体育館
　特定非営利活動法人　ボラみみより情報局
　 織田元樹 氏
　市内で活動を行う市民活動団体の会員で、
　イベントや会員増員のためにチラシを作成
　する機会のある方
　20人（多数の場合は抽選）
　1月15日（金）
　市民活動団体名、住所、氏名、年齢、連絡
　先（電話）をじょうほう課までご連絡ください。

① ゆずは、上部1/4をふたになるように切り、下       

　 部3/4は皮を傷つけないようにスプーンで中身

　 をくり抜き、中釜を作る。

② 味噌と砂糖とみりんを混ぜ合わせ、その中に荒

　 く砕いたくるみを入れさらに混ぜ合わせる。

③ ①のゆずに、②を8分目までつめる。

④ 切り取ったふたをのせ、蒸し器に並べ、弱火で

　 40分から50分蒸す。

⑤ ふたを下にして、ザルに並べ、天日で10日ほど

　 干す。

⑥ 固くなったら、網袋に上むきに入れ、1つ入れた

　 ら袋をしばり、4・5個入れる。

⑦ 形を整えるため、ときどき網袋の上からゆべし

　 をもむ。

⑧ 網袋に入れ、1カ月くらいして固くなったら、

　　食べごろです。

保存方法

　2月ころまでは、雨のあたらない軒下につるし、

3月ころからはカビが発生しますので、冷蔵庫に保

存します。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料

�ゆず　  中30個

�味噌　      1Kg

�砂糖　　300ｇ

�みりん　200ｇ

�くるみ　100ｇ

エネルギー
　　　　4694kcal
食塩　　　124.4g

「ゆべし」は、山村特有の食べ物で、冬か

ら春にかけて、箸やすめ・酒のさかななど

として昔から食されてきました。

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

「
設
楽
原
を
ま
も
る
会
」

　
長
篠
戦
役
設
楽
原
古
戦
場
（
市
指
定

史̈
跡
）

と
そ
の
一
角
に
あ
る
設
楽
原
歴
史
資
料
館
は
、

地
域
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
つ
の
団
体
で
あ
る

「
設
楽
原
を
ま
も
る
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

設
立
の
き
っ
か
け

　
古
戦
場
を
ま
も
る
活
動
は
、
400
年
前
の
戦

い
直
後
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
各
地
に
点
在

す
る
戦
国
武
将
の
塚
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
現
在
の
形
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

映
画
「
影
武
者
」
で
し
た
。
昭
和
55
年
、
古

戦
場
の
「
い
ろ
は
か
る
た
」
作
り
と
馬
防
柵

再
現
作
業
で
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
が
会
員

　
平
成
９
年
、
歴
史
資
料
館
で
開
か
れ
た
「
設

楽
原
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
当
時
の
今

泉
正
治
会
長
が
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
本
会
に
は
、
会
員
名
簿
が
な
い
！
あ
る

意
味
、
地
域
そ
の
も
の
が
会
員
で
、
会
員
・

非
会
員
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
、

名
簿
は
な
い
」
会
と
し
て
の
仕
組
み
は
あ
る

が
、
地
域
の
人
全
員
で
会
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
こ
と
が
設
楽
東
郷
（
ひ
が
し
ご
う
）
の
願

い
だ
と
い
い
ま
す
。

主
な
活
動

　
古
戦
場
の
由
緒
や
た
た
ず
ま
い
、
そ
の
心

を
ま
も
る
活
動
四
つ
。

①
設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

　
決
戦
の
日
と
同
じ
時
期
（
今
の
暦
で
は
７

　
月
初
旬
）
、
同
じ
場
所
で
（
設
楽
原
）
、
天

　
正
の
あ
の
日
を
偲
ぶ
ま
つ
り
で
す
。

　
・
戦
国
武
人
の
慰
霊
（
信
玄
塚
）

　
・
小
、
中
学
生
な
ど
の
武
者
行
列

　
・
火
縄
銃
演
武
ほ
か
（
馬
防
柵
）

②
馬
防
柵
の
再
現
作
業

　
５
年
サ
イ
ク
ル
で
の
建
て
替
え
工
事
。
伐

　
採
か
ら
組
み
立
て
ま
で
す
べ
て
を
、
会
員

　
の
手
作
業
で
進
め
て
い
ま
す
。

③
古
戦
場
史
跡
の
整
備

　
案
内
板
の
修
復
、
武
田
塚
な
ど
関
係
記
念

　
碑
や
史
跡
の
清
掃
・
整
備
。

④
鉄
砲
の
戦
い
の
調
査
・
研
究

　
地
元
の
目
を
い
か
し
た
調
査
研
究
で
、
全

国
に
発
信
を
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る

忠
震
会
、
長
篠
・

設
楽
原
鉄
砲
隊
、

地
域
の
方
々
な
ど

紹
介
し
て
い
く
予

定
で
す
。

�

じょうほう課　�23‐7623・�23‐7296
新城市民活動サポートセンター
joho@city.shinshiro.lg.jp

馬防柵再現作業

●申

●対

●対

●他

●対

●対

●講

●定

●〆

お　 だ　も と き

●問 ●em

●所

●時

●時

●所

●￥

●￥

●￥

●内

●内

●内

し

の

●応

●時

●所

●申 ●問

●申 ●問

●申
●問

●申 ●問

●em

●em
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11月8日�

11月22日�
11月1日�～30日�

11月14日�

11月15日�

11月3日

　つくで祭りを鬼久保ふれあい広

場で開催しました。会場では、地

元の農林産物の展示販売やビンゴ

ゲームなどの催し物が行われ、た

くさんのお客さんで賑わいました。

　文化会館で新城歌舞伎を開催し、

「忠臣蔵三段目」などの演目が行わ

れ、観客は新城の伝統芸能を堪能し

ていました。

　旧国道151号線中町交差点～橋向交差点間

および市道栄町線であののんまつりが開催

され、軽トラ市やよさこい踊りなどが行わ

れました。

　新城総合公園でＲｕｎＦｅｓ’09を開催し、約200人のランナーが

参加しました。

　新城リレーマラソンでは31組のチームがメンバー同士助け合

いながら、各部門を全チームが完走しました。

　鳳来寺山一帯で鳳来寺山もみじまつりを開催し、イベント

開催の23日（祝）には約23,000人が訪れました。メーンステージ

では紅太鼓やお猿のショーなどのイベントが行われました。

　文化会館はなのき広場でキャンドルナイト新城2009を開催しました。園

児たちが作ったキャンドルアートなどが会場に展示され、ろうそくの幻想

的な灯りに来場者は見入っていました。

祝
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県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w

w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ

 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

�
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

20年 21

27

6

2

1

－1

27

45

18

29

46

17

99

106

7

21年

増減

11月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

242

254

12

3

4

1

282

332

50

285

336

51

1,102

1,100

－2

20年

21年

増減

分

累計
11月末
現在

1月の各種相談

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

46
人

20
人

34
人

92
人

393
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人

の
募
集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国

の
機
関
の
た
め
す
べ
て

無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い

　
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接

　
希
望
者
へ
の
紹
介
、

　
履
歴
書
・
職
務
経
歴

　
書
な
ど
各
種
書
類
の

　
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て

　
い
る
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込

　
み
、
求
人
条
件
に
関

　
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

�
22
‐
1
1
6
0

※
平
成
21
年
10
月
末
現
在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

行 政 相 談

人 権 行 政 相 談

人 権 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

市 民 体 育 館

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

都 市 計 画 課

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

1/4（月）　午前9時　（要予約）

1/4（月）　午前10時　（要予約）

1/14(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

1/14（木）午前10時～午後3時※8日（金）正午までに要予約

1/22（金）午前10時～午後3時※19日（火）正午までに要予約

1/13（水）、27（水）　午後1時～4時（要予約）

1/7（木）、21（木）　午後1時～4時

1/6（水）、20（水）　午後1時～4時

1/12（火）　午後1時～4時

1/8（金）　午後1時～4時

1/13（水）　午後1時30分～3時30分

1/27（水）　午後4時～8時　（要予約）

1/12（火）、26（火）午前10時30分～午後2時30分

1/19（火）　午後1時～4時　（要予約）

1/20（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

1/6（水）　午後1時～4時

1/12（火）　午後1時～4時

1/20（水）　午後1時～4時

1/26（火）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

1/9（土）　午前9時～正午　（要予約）

1/16（土）　午前9時～正午　（要予約）

1/23（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

鳳来総合支所市民福祉課

市 民 課

鳳来総合支所市民福祉課

保 険 医 療 課

鳳来総合支所地域整備課

都 市 計 画 課

作手総合支所地域整備課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7634

32-1982

23-7628

32-1982

23-7625

32-1977

23-7640

37-2289

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ
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全面広告



広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 

小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

極地方における
夜空の光の饗宴

No.10

’05年12月アラスカ上空のオーロラ

’08年1月カナダ上空のオーロラ

’08年8月アイスランド沖上空の白夜の雲

広報しんしろ［ほのか］　2010.1 32

　
オ
ー
ロ
ラ
は
太
陽
か
ら
の
プ
ラ
ズ

マ
の
粒
子
が
地
球
の
磁
場
と
作
用
し

て
発
光
す
る
現
象
で
あ
る
。
英
語
で

極
光
（N

o
rth

e
rn

 
L
ig

h
ts

）
と
も
呼

ば
れ
る
よ
う
に
極
地
方
に
頻
繁
に
見

ら
れ
る
。
地
球
自
体
が
一
種
の
磁
石

で
あ
り
、
そ
の
磁
北
と
磁
南
は
北
極

と
南
極
と
は
ず
れ
て
い
る
。
磁
北
は

地
球
の
北
極
点
で
は
な
く
カ
ナ
ダ
の

北
部
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
真
の
北

と
磁
石
の
北
に
は
ズ
レ
が
あ
る
。
ち

な
み
に
新
城
市
付
近
で
は
磁
石
の
北

が
真
の
北
よ
り
西
に
7
度
ず
れ
て
い

る
。

　
オ
ー
ロ
ラ
は
北
半
球
で
は
北
極
を

は
じ
め
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
の
北
部
、

シ
ベ
リ
ヤ
の
夜
空
で
見
ら
れ
る
。
そ

の
形
は
カ
ー
テ
ン
が
風
に
ゆ
っ
く
り

と
た
な
び
い
て
い
た
か
と
思
う
と
、

光
の
帯
が
波
打
っ
て
走
っ
た
り
す
る
。

色
は
う
す
い
緑
が
か
っ
た
白
色
の
も

の
が
多
い
。
（
写
真
上
）

　
磁
北
に
近
い
カ
ナ
ダ
の
北
部
で
は

時
々
ピ
ン
ク
色
の
も
の
も
現
れ
る
こ

と
が
あ
る
（
写
真
右
）
。
オ
ー
ロ
ラ

に
よ
る
光
の
饗
宴
は
何
度
見
て
も
身

震
い
す
る
ほ
ど
幻
想
的
な
光
景
で
あ

る
。

　
極
地
方
で
の
夜
間
飛
行
の
光
の
饗

宴
は
、
夜
空
に
怪
し
く
光
る
オ
ー
ロ

ラ
の
ほ
か
に
、
真
夏
の
白
夜
の
雲
が

あ
る
。
（
写
真
下
）
極
に
近
い
地
方

で
は
、
夏
に
な
る
と
一
日
中
太
陽
が

沈
ま
な
い
日
が
続
く
。
真
夜
中
で
も

太
陽
は
地
平
線
の
上
を
這
う
よ
う
に

移
動
し
、
ま
た
昇
っ
て
ゆ
く
。
こ
の

真
夜
中
の
時
間
帯
に
は
、
太
陽
は
飛

行
機
や
雲
よ
り
下
に
あ
り
、
雲
は
下

か
ら
茜
色
に
染
ま
る
。
高
度
１
万
メ

ー
ト
ル
の
操
縦
席
に
い
る
と
、
　
斗

雲
に
乗
っ
た
孫
悟
空
に
な
っ
た
気
分

が
す
る
。
下
か
ら
茜
色
に
輝
く
雲
は
、

西
か
ら
昇
る
太
陽
と
同
様
に
、
地
上

で
は
絶
対
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
飛
行
機
か
ら
だ
け
に
許
さ
れ
る

幻
想
的
な
光
景
で
あ
る
。

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
「
高
度
1
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
見
た
地
球
環
境
」（
4

　
月
号
か
ら
連
載
中
）の
執
筆
者
小
林
さ
ん
に
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
を
送
ろ
う
。

　
詳
し
く
は
、広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
平
成
21

　
年
12
月
号

１８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ひ

ん

ぱ

ん

き
ょ
う
え
ん

び

ゃ

く

や

は

き

ん

と

う

ん




